
実習・自転車安全講習会

　９月１０日中神小学校において交通安全講習会を開催しました。体育

館でのビデオ上映に引き続き、校庭に交差点、信号機を作り、自転車

の点検、安全・技能走行教室を行いました。

　昨年の３倍近い９０名余りの参加者があり、地域の皆さんの交通安全

意識の高まりを感じました。最後に交通安全教室受講証の交付、交通

安全シール、自転車用反射板が参加賞として配られました。

体験の備えも忘れずに！！

　昨年も開催して好評を得た「立川防災館体験講習会」を行います。避

難訓練、防災訓練は繰り返し行うことで、いざというときに活かされます。

同様に、災害を体験することであわてずに避難・救護ができると考えて

います。

募集： 市民会議・なかがみの地域内にお住まいの方、児童生徒

９０名(３０名×３班)

開催日：平成１７年１１月２６日　土曜日

場所： 立川防災館

防災ミニシアター、地震体験、煙体験

集合解散場所： 玉川町児童遊園（昨年と同じ場所です)

班編成： 　　　　　　集合　　　 解散

第１班　１３：２０ ～１４：３０

第２班　１４：２０ ～１５：３０

第３班　１５：２０ ～１６：３０

集合場所と立川防災館の送迎は昭島市のバスを利用します。

問い合わせは事務局までお願いします。（自治会回覧板でもご案内し

ます。）

生活防衛部会部長　　　　櫻井　堅司

今年も大盛況！芸能際(速報)

　１０月９日に開催された「第２回芸能際」は、昨年同様に多くの参加者、

観客がありました。詳細の報告は来月号でお伝えします。

地域の情報（地域活動部会ニュース）

最近発生した火災について考える

火災発生

　ピン・ポン・パーン♪　｢こ・ち・ら・は、ぼ・う・さ・い・あ・

き・し・ま・で・す。　た・だ・い・ま、か・さ・い・が・はっ・

せ・い・し・ま・し・た。｣　と、いつもの調子で始まった放送に

耳を澄ますと、つづいて、「場所は、中神町０丁目００番地近辺で

す。・・・・・」と聞こえてきた。　近い！　どうりで消防車のサ

イレンが大きく聞こえてくると思った。7 月 31 日、日曜日の夜 9

時少し過ぎたころのことである。

その夜もそうだったが、8 月に行われる毎年恒例の祭礼を 2 週間

ほどあとに控えて、この時期、第 5、第 6 ブロック 10 自治会の役

員さんや、熊野神社総代さんたちは忙しい。午後から始まった打合

せや準備などがひと段落して、ほっと息をついた時間だった。

家は水浸し

このようにして、その火災は近隣の人たちの知るところとなった

が、幸いにも、大きな火災とならないで、火元の家とそのお隣の家

が被災して一応治まった。

ご存知のように、一般火災は消火に水を大量に使う。火が消えた

後に残るのは、放水のために家中に溜まってしまった普通の生活で

はとても考えられないような大量の消火用水だ。お気の毒なことに

も、被災者の方々の楽しいはずの「我が家」は一変水浸しになって

しまったのである。

向う三軒両隣り、ご近所の底力

　当然、消火の最中から自治会の正副会長・防災担当を始め多くの

関係者が固唾を呑んで成り行きを見守っていた。大事に至らずほっ

としたのもつかの間、被災者のための「今夜の宿」を考えることに

なった。

　結局、その夜はそれぞれご近所の有志の方の家と自治会集会所に

宿泊することになった。集会所には自治会の役員や会員の方々から

寝具等の貸出しがあり、不自由ながらも、なんとか一夜を過ごせる

ことになったという。

一人より大勢で助け合う

現在、私たちの生活は大変便利になった。例えば、急病・火事の

ときには｢消防署｣、事件が起きれば｢警察署｣、情報は｢広報誌｣、ゴ

ミの処理は玄関先まで｢ゴミ収集車｣が取りに来るという、大きな事

件や災害が発生しなければ、一見、不自由が無いように見える。し

かし、それは｢自分を事件や災害の外｣に置いて考えたときにだけ通

用するのではないだろうか。

自治会の役割り

災害はいつ発生するかわからない。まして、発生したとき被災す

るのは自分自身だけなのか、他人なのか、それとも地域全体なのか。

いずれの場合も、いざとなったら一人の力だけより、皆と力を合わ

せたほうが効果的であることは間違いないし、それが組織的ならば

効果は倍加するであろう。身近な組織、そして組織力を発揮できる

のは、住民パワーを結集し行政と協働する自治会なのではないだろ

うか。

地域活動部会
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普通救命講習会に参加
朝日町住宅自治会自治会館

中神小学校運動会のパトロール



　普通救命講習会受講レポート

　１０月９日、朝日町住宅自治会館で普通救命講習会（救急救命チ

ームマックス朝日町支部主催・朝日町住宅自治会協賛）が実施さ

れました。東京救急協会の竹本さん、昭島消防署の矢島さんを講

師に向かえ、チームマックス、住宅自治会の皆さんのサポートの

下、受講したレポートをします。

４月の講習会に参加者が多かったとのことで、今回は７名と少

ないのですがその分しっかりと受講できました。( 住宅自治会

には普通救命 80 名、上級救命 14 名の認定合格者がいま
す！ )
テキストでの講義の後、人形を相手に心肺蘇生の実習を受けま

した。人工呼吸(マウスツーマウス)の吹き込みや心臓マッサージ

の体重のかけ方など戸惑いながらも、講師の丁寧な指導により合

格点をいただきました。本当に傷病者を前にして、いざとなると

気が動転してしまい同じことが出来るとは限りませんが、何もし

ない・何も出来ないではなく、出来ることを進んでやることが大

切だということを教わりました。

今回、一緒に受講した女性、中学２年生も楽しく受講していま

した。終わりに、受講者全員が合格をもらい、認定証の交付を受

けることが出来ました。認定は３年後に再講習を受けると更新で

きます。覚えたことを活かすためにも継続が大切だとおもいます。

講習は、昭島消防署でも行われていますが、住宅自治会では今

後も講習会の開催を予定しているそうです。住宅自治会以外の方

も受け入れていただけるそうです。興味のある方は市民会議・な

かがみ事務局にお問い合わせください。

普通救命とは…

救命手当のうち、特に生命を救うために最低限必要な、成人に対

する心肺蘇生法とＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用法及び止

血法を学ぶ講習(4 時間)が普通救命講習会です。終了試験に合

格すると認定証が交付されます。

まどあかり編集担当　鈴木　卓也

ここのの街街のの「「明明日日」」ににごご意意見見ををおお持持ちちのの方方！！ごご一一緒緒にに、、意意見見交交

総務部会(広報)

総務部会(広報)では、この「まどあかり」の発行(発行数 1,000 以上)と

ページ(HP)運営をしています。

「まどあかり」は、マイクロソフト ワードを使い作っています。ワープロの使い方もお教え

しますので、取材、記事の作成に興味のある方をお待ちします。

HP はコミュニティサイト構築ソフト XOOPS(ズープス)を使っています。

注目されているコミュニティサイト構築ソフトの一つです。このソフトを利用することで、パ

ソコンに不慣れな方でも、容易にコミュニティサイトを構築することができます。

パソコンも“習うより慣れろ”といわれます。興味があればスタートラインに

緒に駆け出してみませんか。

防防犯犯パパトトロローールル隊隊出出動動中中！！ごご一一緒緒にに、、地地域域のの安安全全をを守守りりまませせんんかか。。

おお問問いい合合わわせせ､､申申しし込込みみはは

事事務務局局へへ

生生活活ココミミュュニニテティィーー課課

TTEELL  554444--55111111((22228899))  FFaaxx  554444--

ココミミュュニニテティィをを考考ええるるシシンンポポジジウウムム

市民の皆さんの力を終結して、安全・安心で住みよいまち

づくりを進めるコミュニティを考える機会として、シンポジ

ウムが開催されます。

日時：１１月１９日（土）午後１時３０分から４時００分

会場：市役所　市民ホール

基調講演　「住みよいまちを築く住民の底力」

作家・エッセイスト　吉永 みち子氏

事例発表　テーマ「広がる市民の活動」

1) 八王子･FUSION長池の地域活性化支援活動

FUSION長池　理事長　　富永　一夫氏

2) 広がる自主的組織的な防犯･防災活動
環境･災害対策研究所　副理事長　　中村　八郎氏

主催：昭島市・（財）自治総合センター

後援：総務省

問い合わせ：市民部コミュニティ課

部 員 募 集


